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曁Mil
tonとは、言 うまで もな くParadiseLost(以下P五.と 略す)め
作者で あ り、 かつ実際 に 政治活動 に も携 わった 清教徒 の 思想家 である。
Blakeは彼 を心か ら尊敬 していた。友へ あてた手紙 の中には、随所 に彼の
讃美が見 られ る。「Miltonが、子供時代 の私 を可愛 が ワ1てくれ て、その顔
11)
を見 せゼ くれました。」と書 き、こ「私 は℃owper及びMiltonのよ うな人
々に、如何 なる帝王又は英雄 よ り毛 、ず っ とはっ きりと神 々 しい面差 しを
(2)
見 る仕合 わせ を味 ってお ります 。」 と述 べて もい る。 さ;らに、Miltonの著
(3)
作 の挿画 を数多 く描 いてお り、それ らは 、Blake独自の解釈 を挿入 しつつ
も、Miltonに対す る高遠 な 信頼 と深い 理解 を示 してい る。 では、 何故
Miltonなのか?Blakeは その序詞 の申 で、 りっぱな詩入故 に許 す ことめ




Romaに 「武 」 で や っ つ け られ 犂Englandは 「文 」 で も そ の 悪 弊 を 受
け 、 自 国 の 霊 的 精 神 は 根 こ そ ぎ に さ れ た 。 そ れ 以 後Englandの 文 明 は 寸:
Greek,Latinartificeであ り 、 そ の 詩 神 は 、theDaughtersofInspiration
で は な く、theDaughtersgfMemoryであ る 、 とBlakeは 嘆 く。Milton
は 彼 に と っ て 、 い わ ばtheDaughtersofMemoryの 犠 牲 者 の 代 表 で あ
る 。 そ の 過 失 を 正 す た め に 、Miltonを再 登 場 させ 、P.L.の 副 題 を そ の ま
ま 借 用 レ て 、"ToJustifytheWaysofGodtoMen.契 の 意 図 の 下 に こ
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の叙 事詩は始ま る。 この小論 では、「Miltonの過失」 を問題提起に して 、
それでは 「Blakeのい う真理 とは何か」 を考察 してい きた い。
1
一 般 の 信 仰 が そ うで あ る故 にMiltionも犯 し た 過 失 の 、 そ の 顕 著 な あ ら








andtheatonement."と述 べ 、 こ の 詩 がCalvinismに 対 す る1つ の 反 駁
で あ る と指 摘 し て い る 。 で はMiltonのCalvinismと は 具 体 的 に 何 で あ
っ た か 。 我 々 は 、BlakeがMiltonを 批 判 した 理 由 を 、Miltonに は る か
に 先 だ つ 作 品TheMarriageofHeavenandHellの 中 に 見 出 す こ と
が で き る 。 そ こ で はMiltonがtheGovernor,ReasonをMessiahと 呼
ん だ 仔 細 が 述 べ られ て い る 。 そ し てP.L.の 申 で はEnergyの 保 持 者 が
Satanと呼 ば れ 、 そ の 子 等 が 「罪 」と「死 」と 呼 ば れ て い る 、と い う。 「Milton
し
は父 をDestinyと見 、息子 をaRatioofthefivesensesと見 、聖 霊 を
Vacuumとした。MiltonがAngelやGodを 書 いた時 はかせ には め ら(
5)
れ て書 き、一方DevilsやHel1を書いた時 こそ自由に 書 いたのだ。」 と
言 うのだ。 とすれば、MiltonのBible理解が 、Blakeにとって大 きな問
題 となろ う。thei//'ofJobでは、MiltonのMessiahはSatanと呼
ばれ てい るとBlakeは考 えるか らである。Miltonにお け る 「神 に選ばれ
た者Reason」の優越権 、さらに5官 に制 限 された道徳律 の法典 、それ ら
にBlakeは ど うして も我慢 で きない。 それ こそGreekやLatin精 神 に





               Rahab Babylon appear'd 
Eastward upon the Paved work across Europe & Asia, 
Glorious as the midday Sun in Satan's bosom glowing, 
A Female hidden in a Male, Religion hidden in War, 
Nam' d Moral Virtue, cruel two-fold Monster shining bright, 
A Dragon red & hidden Harlot which John in Patmos saw. 
                                           (P1. 40, 11. 17-22)
RomanRoadを連想 させ るthePavedworkの上 を、 ヨーロ ッパ、ア
ジァへ、東方へ とMoralVirtueをか さにきた宗教 がひた してい く様子が生
々と描か れてい る。それ はRevelationにおけ るHarlotBabylon,Monster
Dragonとい う終末的 イメー ジと重な ってひ ど く頽廃 的に響 く。Blakeは
この宗教 に犯 され た時空を6000年のCanaanの 空間 と呼ぶの である。 そ
の うちで とりわ けBlakeが鋒先 をむけるの は、Miltonの宗教 を契機 に新
髄しく生まれ、holiness,self-righteousnessを標榜 してなお残酷 を きわ めて
い る当時 の思想及 び思想 家達 である。
 all the Daughters of Los prophetic wail; yet in deceit 
They weave a new Religion from new Jealousy of Theotormon. 
Milton's Religion is the  cause  ; there is no end to destruction. 
Seeing the Churches at their Period in terror & despair, 
Rahab created Voltaire, Tirzah created Rousseau, 
Asserting the Self-righteousness against the Universal Saviour, 
Mocking the Confessors & Martyrs, claiming Self-righteousness, 
With cruel Virtue making War upon the Lamb's Redeemed 
To perpetuate War & Glory, to perpetuate the Laws of Sin. 
 (Pl. 22, 11. 37-45)
Canaanの宗教 を基 にす るものは、 どん なに新 しい もので あろ うと も、宗
教 の名 の もとに戦争 をひ きお こし、永遠 に破滅への道 を急 ぐ以外 の何物 で




か らLutherへ と 連 な る 宗 教 闘 争 の 中 心 人 物 も 、Saturn,Jove,Rhea,Isis
やOsirisな ど の 異 教 の 神 々 も同 じ こ と で あ る 。 さ ら に 上 記 引 用 文 に 述 べ
ら れ たVoltaireやRousseau以 外 に もBacon,Locke,Hume,Gibbon,
Bolinbrokeにい た る ま で 批 判 の 対 象 と な り 、`Newton'sPantcratnr'の
汚 名 を 着 る の で あ る 。Shakespeareや.Miltonも例 外 で は な い 。 彼 ら に
付 さ れ た 形 容 詞 は 、 常 にnaturalで あ り思 想 ほ 全 て 、NaturalReligion,
NaturalLaw,NaturalPhilosophyであ る 。 因 み にVoltaireは 、`人閊
ハ ゴ ロ 　
精神の歴史 を暗黒の時代か ら啓蒙 された思考への進歩 として、つま り迷信
と しての宗 教か ら科学への進歩 として理解 し、理性 と科 学の進歩 こそ母類
の道徳 的社会 的進歩 に当然結 びつ くもの でφ り、科学や摸術の発運 こそ社
.会の偏見 をな くし必ずや人類 を幸福へ導い て くれ るに違いない と考 えてい`一冒一 〔6)`
た人であ る。 この よ うな進歩の観念 もBlakeが 根本的 に排 斥 した もので
ある,ことは大い に うなず けよ う。
.以上Qこ とか らMiltonを書 く動機が1人Miltonだけの過失か らだ と
す みの犠木い に間違 ってい る。Roma宗 教 が入 って きて以来 、吟や宗 融 ζ
い うものが明文化 して以来の巨大な誤ちの是正 が目的なので ある。Milton
が犠牲者だ と言 ったのは このた めで ある。我々は よくMiltonの過失 を、






ろ、P.L.の中でMiltonがRea"sonにLoveの席 を譲 ったこ とζFansie
を2次 的な もの に した ことに 対 して 同意で きなかったか らだ と 述べ て い
(8)
る。Blakeの思想的発展か ら見れば 、以前のEnergyに対す る情熱がひい
てい き、新 しい詩人の使 命 としてImaginationに活路 を見入出 してい る
(9)
矢 先で もあ り、い ままで見 て きたよ うにBlakeの対象 がMiltonのみでな
《 過去 に根深 く巣 くったReasonを基 にす る宗教 であって見れ ばDamon
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の見解 は妥 当であるよ うに思 える。 ただBlakeに とらてMoraleVirtue
の1つ の 柱 「禁欲」 はあ くまでReasonと緊密に結 びつい てい る ことは指
摘 してお かなけれ ばならない。 それ らの事情 は、Milton作製時のこ とを
吐露 した 次の詩句か らも容易 に窺 うことがで きる。'
皿."
叙情詩 は、Miltonが100年間Eternityを巡 り、摂理の迷路 を沈思 して
い るのに幸福ではない とい うことか ら始 まる。 それは彼が 己れのsixfold
Emanationと分離 してい るか らだ と説明 され る。EmanationとはMilton
を とりまいていた3人 の妻 と3人 の娘の女性的象徴 と してsixfoldと形容
され るが 、Blakeにおい ては、清教時代 におい てMiltonが欠い ℃いた
Inspirationの象徴で あ り、一方Milton自身は男性的象徴 としてSpectre
と呼ばれ 、それはReasonを象徴 す る。 この分離 の状態故 に、Miltonはこ
の世1回 限 りのGenerationしか知 らず 、Regenerationを経 る ことがな
く、EternalDeathに導かれている。つ ま りMiltonのEternity'は地獄
なのである。 それ が彼 をtheDeepに 降 りていかせ る原因 となる。 勿論
Emanationをと りもどすた めに…… それ らは全 て1人 のBardに ょ っ
て語 られ 、彼は次の様に前置 きして真理 を語 る。 それ こそBlakeが 見た
第1の そ して最大のVisionである。1.1
   when Los join'd with me he took me in his fi'ry  whirlwind: 
My Vegetated portion was hurried from Lambeth's shades, 
He set me down in  Felpham's Vale & prepar'd a beautiful 
Cottage for me, that in three years I might write all these Visions 
To display Nature's cruel holiness, the deceits of Natural Religion. 
                                          (P1. 36, 11.  22-25)
 "I am  Inspired  ! I know it is  Truth! for I Sing 
"According to the inspiration of the Poetic Genius 






Inspirationによる も'のこそ 「真理」で ある。そのBard(Blakeに他 な ら
ない)はCalvinを相手 どり、theElect,theRedeemed,theReprobate
は実際 は何 であるのかを披瀝 す る。Time-Spa㏄ におい て3階 級の者 が
つ くられる。それ らは、theElect(世界建設前か らの選民)・theRedeemed
(罪の除去が約束 された もの)、theReprobate(母の胎 内か ら破滅す るよ
うに形造 られた もの)で あるが、 それ ぞれの固定 され た役割 は、大収穫 に
EternityのMillを動かす こと、Harrowをとること、Plowをとる こと
であ る。その名はSatan,Palamabron,Rintrahである。つ ま りtheElect
はSatanである。本 来耕 作に寄与 しない ものである。Millとは・つ くら
れた もの を くだ く役割 を担 う場所 であ る。 このtheElectは根本的 にthe
RedeemedとtheReprobateとは異 な る。次の2つ の詩句にその根 拠 を
見入出す ことがで きる。
   the Elect cannot be Redeem'd, but Created coutinually 
By Offering & Atonement in the cruelties of Moral Law. 
Hence the three Classes of Men take their fix'd destinations. 
They are the Two Contraries & the Reasoning Negative. 
 (P1. 5, 11. 11-14) 
There is a Nagation, & there is a  Contrary: 
The Negation must be destroy'd to redeem the Contraries. 
The Nagation is the Spectre, the Reasoning Power in Man: 
This is a false Body, an Incrustation over my Immortal 
Spirit, a Selfhood which must be put off & annihilated  alway. 
 (Pl. 40, 11. 32-36)
NegationとtwoContrariesの違いがは っき りとわか る。 この3階 級 の
構造 について、N.Fryeは我 々にDruidismの3巨石 を想起す るよ うに
⑳
言 う。theRedeemedとtheReprobateは上 に 向か って 伸 びる縦 石、
1つは男性 的strength,他は女性 的beauty,共に拮抗 しあってlifeを高i
めてい くものでHumanExisten㏄と呼ばれ る。theElectは伸 びる2つ
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の石 を抑 える横石 、Deathを導 き、Stateと呼 ばれ る。 こ こでMoral
Law,ReasoningNegative,Negation,Spectre,Selfhoodと呼ばれてい
るのは全 てState(本質的存在 でな く状態)で ある。 それは客観 的世界 を
人間か ら独 立 してい る もの と仮定 し、その中に神 を創造 し、存在 す る悪 や
不正 を法 の下 に理論化す るDeismの原理 である。BlakeはこのDeismの
NaturalVisionこそSatanだとい うのである。これに従 えば、18世紀いわゆ
るClassicismを支配 したDeismばか りでな く、 それ以前 のPuritanism,
Renaissanceいや 中世 まで もDeismの範疇 に入 ることにな る。一方 、先
に見 たよ うに、Contrariesのみが生 の領域だ とい うことで ある。 それは
何か?TheMayyiageofHeavenandHellの申には次の様な詩句が見
られ る。
From these contraries spring what the religious call Good & 
   Evil. 
Good is the passive that obeys Reason. Evil is the active 
   springing from Energy. 
Good is Heaven. Evil is Hell.  al.)
さらに、Miltonと同時に書 き始 められた 々 鰯εα伽zの 中に も次の様 な詩
句を見入 出す ことがで きる。
They (the Sons of Albion) take the Two Contraries which 
   are call'd Qualities, with which 
Every Substance is  clothed  : they name them Good & Evil; 
From them they make an Abstract, which is a Negation 
Not only of the Substance from which it is derived, 
A murderer of its own Boby, but also a murderer 
Of every Divine  Member: it is the Reasoning Power, 
An Abstract objecting power that Negatives every thing. U)
Miltonの中にはGood,Evilの言及 はないが、 このContrariesがそれ
を指 すこ とに間違 いは なか ろ う。法 の束縛 す る善悪 の知識の下で活動 す る
のがtheRedeemed(Good)であ り、 実存的 自由圏の中で活動す るのが
theReprobate(Evil)であ り、 それ らが弁証法的に純粋 な創造 をつ く り
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出 し、真のEternityに到達す るのであ る6それ をBlakeばRumanVis1on
とい うのだ。NegatirniとContraries1は、Blakeの厂生 と死の観念」 を
はっきり区別 する もの として重要で ある。考 えて見れば、MiltonはP.L.
におい'て一.GoodをGodとし、Evi1をSatanとし、DeathをSatanの
子 としているのだ。 だか らMiltonの中で、彼 自身がGoodを 残 してい
るSpectreの形 を と り、Evi1としてのInspiration・を欠 くことに なるの
・だ。 そ してつ いに、この間違いに気 づ き、"Ihaveturnedmybackupon
these・Heavensbuildedoncruelty.(pl.32,1.3)"と叫ぶ ことに なる。
この天国 は、生の領域 に関係 ない 、絶対的悪Satanの 支配 す る客観的 世
界 である。それは 見せか けの 自然 にす ぎない。'
   every Natural Effect has a Spiritual Cause, and Not 
A  Natural; for a Natural Cause only  seems: it is a Delusion 
of Ulro & a ratio of the perishing Vegetable Memory. 
                                          (P1. 26, 11. 44-46)
Naturalに対 してSpiritualとい う形容詞が使われている。Natural,Re-
ligionに対 して、Blakeが尊重す るの はSpiritualReligion(=Revealed
Religion)'である。 それが彼 のBible理解 を支 えてい る。Bibleを、実存
的な 自由、Inspirationの特許状だ と読 むのである。人間 はspirituallyに
は眠 っていてぐ自分の 内部のEternityに気づかず にい るが、実 は個 々人
の内部に こそInfinityofPowerがあ るのだ と…… この読みは、Bible
をpsychologicalallegoryに読 もうとす るWilliamLawの系譜か らき
U3)
てい るとJohnBeer一は指摘 してい る。外 部に見 るものには、.限られ て見
える空間 も、内部 に見 るものには無 限 なので ある。外部 に見 る もの とは5
官の幻覚 にま どわ きれ て、そとに見え るNatureにな らうことのみに専心
し、人間 を法則化 されたパ ター ンに くみ こもうとす る人の ことである。 そ
れがGoodで あることは既 に述 べた。Blakeにいわせれ ばMilton(Good)
はSatan(Nature)にまどわ されて、Emanation(Evi1)を捨 て去 った





Blakeの「真理 」 が確立すれば、彼 の使命は己ず と理解 され る。Satan
と呼ばれ るζれ ら一連 の一NaturalYisionを拒 む ことであ る。個 々人 の内
部 を見 る ζと、によって、Goodと.Evilを結合 させ ることである。Blake
にとって 、Natureはsub-humanであ、り、それ故 に行 な わ な け れ ば な
らないの は 、・このNatureを純粋 にhumanな もの、よ り神聖 な形態 に
r、
す ることで ある。Fryeは 「Blakeの詩 人 としての独 自性 は、彼 自身の時
代 の歴史 的意義を さとる能力 であ り、彼1ま詩天 の創造的想像力 を神の碧像
力 と同一 視 した旦マン主義者の始 めての、、又きわゆて ラデ ィカルな詩人で矼
の
あった。」 と述べてい る。確か に彼がProphetとして まず主 張 す るの は、
Reason・の堕落 をこ うむらない 堕落以前 の創造 的想像力Imaginationで
ある。Miltonの過程 の中で、ImaginativePowerを象徴 す るLosと 、
誤 ちを悟 った.Miltonと、 これか ら使命 を伝授 していか なければな らない
Blakeが三位 一体の形 を とるのはそのた めであ る。 肉体 を持 った時空 の申
で、蒙 昧のMemoryを とり去 ろ うとす るBlakeのい きごみが見 られ る
のは、 この合体 の形 を とってか らである。Timeを 担 ったLosは 次の様
に表現 されてい る。
苦 しみをまとった全 ての肉体 は、その内部においては、Losによって建 てら
れ た壮大 な建 物 を持 ってい る。 それはSatan'の玉座 の4つ の柱(Tempe・
rance,Prudence,Justice,Fortitude)から全 く自由な ものであるd.とい
うのは、その内部は、Artと呼 ばれ る何物 に も犯 され ないHumanVision
He is the Spirit of Prophecy, the ever apparent Elias, 
Time is the mercy of Eternity; without Time's swiftness, 
Which is the swiftest of all things, all were eternal torments. 
All the Gods of the Kingdoms of Earth labour in Los's  Halls: 
Every one is a fallen Son of the Spirit of Prophecy. 
He is the Fourth Zoa that stood around the Throne Divine. 
 (P1. 24,  11.  71-76)
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の世界 だか らである。夜の星座 、夏 に飛ぶ はえ、山 々の木 、春 の歌 を うた
うひば り、 それ らはみん なLosの 息子達 であ り芸術の収穫 なので ある。
花 々を見た まえ、一体 ど うしてそん な小 さな申心 か らあんなすば ら しい香
りを放つのか。 なぜ な らその内部 にEternityが拡がってい るか らだ。
ただ我 々は5官 の視覚 で これ らのすば らしいVisionを見 るために、いわ
ば着物のヘ リを見 てい るにす ぎないのだ。だが どうした らvisionaryeye
を持つ ことがで きるのか。 それ を解 いて くれ るのがMiltonである。我 々
の 目をおお ってい るSatanに対 してMiltonは次 の様 に言 う。
"Satan my  Spectre  ! I know my power thee to annihilate 
"And be a greater in thy place & be thy Tabernacle
, 
"A covering for thee to do thy will , till one greater comes 
"And smites me as I smote thee & becomes my covering. 
"Such are the Laws of thy false  Heav'ns  ; but Laws of Eternity 
"Are not  such; know thou, I come to Self Annihilation. 
"Annihilate himself for others' good, as I for thee." 
                                          (P1. 38, 11.  29-36)
他 のために自己 を 捨て ること、 もっと正確 に言 えぱ 、 自分のReasoning
SpectreをDivineVisionに従わせ ること、それがEternityの法で あると
言 う。ここでDruidismの3巨石 を思い出せばSelfAnnihilationとは、横
石 を捨 てなければHumanVisionを見 る ことがで きない と悟 ったMilton
(Good)とSatanのSelf-examination,内部葛藤 であ る。 この石 を捨 て
なけれ ば自分の も う1つ のContrary(lnsPiration)をと りもどせ ないま
ま、永久 にCanaanの空間の堂 々巡 りである。Miltonの力強 い言葉 を聞
こ う。
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"To cleanse the Face of my Spirit by Self-examination , 
"To bathe in the Waters of Life , to wash off the Not Human, 
"I come in Self-annihilation & the grandeur of Inspiration , 
"To cast off Rational Demonstration by Faith in the Saviour , 
"To cast off the rotten rags of Memory by Inspiration , 
"To cast off Bacon , Locke & Newton from Albion's covering, 





熱狂的 に語 るその口調は、Miltonのそれか ら次第に当時 の追従 的芸術 に憤
るBlakeの憤怒の声 に移向す る。彼は この叙 事詩をimmediateDictation
か ら書いた のであ り、Premeditationなしに一 気に12行、時 には20行、30
行 、書 いた 、語 。てい 、が(15)。の・た りはB1・k・ の も・・膈 揚 ・蠣
聞の詩句 で あろ う。 この 「To……」を含 むMiltonの言葉 は文字通 り37行
も続 く。 だ が恐 らくSatanを捨 てる とは、 そんなにたやすい ことでは な
いのだ。い ままで に蓄積 した垢は もう堅 くか たまってい るか らだ。 そこに
Blakeのも う1つ の思惟 「Timeのもつmercy」の重要性 が浮か び上が っ
て くる。 それ は努力す る もの に与 えられ るすば らしい恩寵 なの だ。
There is a Moment in each Day that Satan cannot find, 
Nor can his Watch Fiends find  it  ; but the Industrious find 
This Moment & it multiply, & when it once is found 
It renovates every Moment of the Day if rightly placed. 
In this Moment Ololon descended to Los & Enitharmon 
Unseen beyond the Mundane Shell, Southward in Milton's track. 
                                          (P1. 35, 11. 42-47)
MiltonがSpectreを捨 てる努力 をしてい る時 、 ある瞬間に自分 のEma
-nationをと りもどすのだ。Ololonとは 、実はsixfoldEmanationの別
名である。 その時 始めてMiltonは自分 に欠 けていたContraryを見入 出
し至 上の境 地HumanImaginationに達す るのだ。象徴的 に言えば・男
のstrengthと女 のbeautyが合体 し、天 を貫 ぬ き永遠のVisionを見 る
のだ。「瞬 間上 それ は5官 の中にいる ものが 、内部 を開 く鍵であ り、限 られ
た ものが、限界 を越 えて、Eternityに到達す る鍵 である。Milton(=Blake)
は、 この英知 の鍵 を手 に した 、瞬間、稲 妻 に うたれて倒れ る。それ が肉体
を もったままのBlake自身のRegenerationである。彼は最後のPlate
の後 ろ… 次の様な鮴 深長 な言勲 記 してし'る・"Fathe(16)「&M°ther,
Ireturnfromflamesoffiretried&pure&white."この様な肉体 を
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もったままのRegenerationとい う象徴 は、 いままでのBlakeの 予言書
の中には見 あた らない。JohnBeerは、 厂これは人間はいつ も肉体 のまま
で・Judgmentのもとにい る。つま り人間の行為 の結実 はい つ も収穫 され
㈲るのだ と
い う思想 である。」 と述べ てい る。Blakeはい まだ 目を閉 ざ し、
内部 を閉 ざ した人間のた めに、執拗にMemoryか らInspirationへの交
替g瞬 間を提 示す る。 この 日常 生活 もvisionaryeyeを開 くことがで きれ
ば・すば らしいHumanImaginationの世 界なのであ る。それがBlake
のい うRegeneration,新しく生まれる ことである。
結
BlakeはMiltonを借 りて、 或 いはMiltonの誤 ちを借 りて 、自 らの
真理 を展開 した。SelfAnnihilationとaMomentofInspirationは、
Eternityの世 界を開 く2つ の要 石である。
Miltonにお けるSatanを、Damonは 個人的にBlakeのpatronで(
18)あ
ったHayleyだと し、D.Erdmanは、社会的な とらえ方 で、Cromwell
(19)
やNapoleonだとい う。 又Raine女 史は、Calvin或いはMiltonの
Calvinismだと指摘す る。 しか し、Blakeはいままで見 て きた よ うに、
もっ とuniversalpointofviewから物 を見 る人 間であ り、Satanの根
は実 は もっと根深いの である。 そ してBlakeが予言者 として 語 る以上、
彼 の本意 は、過去 の批判 を軸 にしてい るとはいえ、未来 の読者 に向 け られ
てい る とい えるであろ う。 この現在 になすべ き正 しい事 は何か を認識 し、
過失 に対 しては真理 の あ くなき苦 闘を戦 え と読者 はせ ま られ ないで あろ う
か。作品 の中 で何度 もくりか えされ る"Markwellmywords!theyare
ofyoureternalsalvation:'≧い う言葉 は、詩人が読者 に呼びかけ る肉声
であろ う。彼 のcontextの中で、 我 々 も又Natura1Visionに犯 され 、
Memoryに頼 ってい るが、実は個 々の瞬 間にHumanVisionの交替 が
あること・内部を解放 す る努力 によってBlakeが 意味す る ものの申に参
入で きること、を本 当 に理解 す るな ら、彼の 目的は達成 された と言 えるの
だ。実 はBlakeは 自分 の中 に開花 した この英知 に対 レて大 きな影響 を期
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待 していた 。それはMilton作製 の翌年 、1809年に彼の絵画 を公にす るため、
展覧会 を贓 ・た ことか らもうかがわれ る♂rしが し・Rom・nticmo・・m・・t
の黎 明期 、人々はまだ眠 っていた。 この展覧会 は大失敗マこ終 る。 「群衆喜
んで彼 に聞いた。(Mark,12:37)」にな るには、あま りにesotericであ
ったせい で あろ ち》 。だが、後 の人 々はやが そ、このprophetの言葉 に、
絵画 に震撼 す るよ うにな るので ある。
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原 詩 の 引 用 は す べ て 、TheCompleteWritingsofWilliam,一,ed.Geoffrey
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